
 
 

 

 

 
 

 

季節の移り変わり ～美しいものを探して～ 

校 長 平田 あや 

 

９月に入っても、暑さは一向に収まらず、真夏日が延々と続く毎日でした。熱中症指数計も

３１℃を超す日々。９月に外遊びや校庭での体育ができたのは、ほんの数日のみでした。それ

でも子どもたちは、教室やフロアで運動会の演技練習をしたり、iPad でタイピング練習や学

習アプリをしたりして、それぞれ工夫をしながら休み時間を過ごしていました。 

 

９月中旬までは、流れる汗を拭きながら暑さ対策にばかり気を取られていましたが、頬を

撫でる風のさわやかさに気付き、ふと空を見上げると、とても美しい「秋の空」が目に入りま

した。青々と高く澄み切り、ぐんと高く感じられる空は、本当に美しいものです。 

先日は、通称、うろこ雲やいわし雲と言われている巻積雲（けんせきうん）が見えました。

この雲は、上空の高いところに発生するそうです。また、ひつじ雲と言われている高積雲（こ

うせきうん）も見ることができました。どちらの雲も、夏の入道雲からバトンを渡された秋の

雲だと思うと、自然の摂理である季節の移り変わりが、しみじみと胸の中に入ってきました。  

美しいものは、他にもあります。目で見るものではなく、耳から入ってくるもの。それは、

コオロギなどの虫の鳴き声です。最近、夜の道を歩いていると、今までよりもさらに勢いを増

して虫たちが鳴いていることに気付きます。しかも、一つの種類ではなく、いろいろな鳴き声

が聞こえてくるので、さながら自然のオーケストラを鑑賞しているかのようです。心休まる

一時で、その場から離れるのがもったいないくらいでした。 

 

私たちの身の回りには、その季節ならではの様々な美しいものが溢れています。美しいも

のに出会うと、心の中に感動の気持ちが湧いて気持ちが高ぶったり、反対に思わずうっとり

としてしまったりすることがあります。いずれにせよ、心の中が温かい気持ちで満たされる

ことでしょう。そのようなとき、子どもたちの口から「わあ、きれいだね。」「キラキラしてい

てまぶしいね。」「しばらく見ていたいな。」などのつぶやきが自然と出てきます。 

学校では、感じたことをお互いに素直に伝えあう活動を大切にしています。自分の心の中

に湧いてくる感情を表現することは、「自分を見つめる」ということにつながり、その積み重

ねが、子どもの心の内面を豊かに耕していくからです。一人ひとりの感性や感受性が、より一

層、豊かに成長していく実り多い秋となりますように、今月も保護者や地域の皆様の御協力

をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

早いもので来週の金曜日－１０月６日で、前期が終了します。自分の目標に向かって努力

を重ねた子どもたち一人ひとりに、確かな成長が見られます。これらの成長を記し、保護者の

皆様にお伝えするのが「あゆみ」です。ぜひ、お子さんとじっくり読んでいただき、がんばっ

たことを褒めてあげてください。 
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